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第２回 総合計画審議会（交流分科会） 議事要旨 

 

 

日時 平成 22 年２月 22 日（月）午後３時 00 分～５時 00 分 

場所 横須賀市消防局庁舎４階災害対策本部室 

出席委員 細野助博委員（座長）、伊藤智委員、小野間重雄委員、土橋雅一委員、永田翔

吾委員、西原徹委員（以上６名） 

事務局 横須賀市都市政策研究所 福本課長、小澤主査、檜山主任、山中主任 

傍聴者 市民１名 

議事内容 

  １．委員紹介 

  ２．報告事項 

  ３．審議事項 

  ４．その他 

 

 

１．委員紹介 

（細野座長） 

・ 横須賀市観光協会の中村一郎委員に代わり、伊藤智委員が新たに就任しました。 

・ それでは、私から順に半時計回りに自己紹介をお願いします。 

・ 交流分科会の司会を務めることになりました細野でございます。中央大学総合政策学

部に所属し、公共政策、都市政策、特に中心市街地活性化を専門としており、立川市、

浜松市、金沢市で委員を務め、現在は福生市の委員会の座長を務めています。横須賀

市には学生を連れて研究旅行で一泊したことがあります。 

・ 本日の交流分科会は出席人数が少ないので比較的多く発言できると思いますので、よ

ろしくお願い致します。 

・ 人口には、昼間・夜間人口、定住・交流人口、休日・平日人口、中心市街地・郊外の

人口、若年と中高年などの年代別人口、性別人口、自然・社会増減など様々な切り口

があります。これらの切り口で交流という現象を捉えなければ有効な方策は生まれな

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（西原委員） 

・ 西原でございます。横須賀市内に約 360 ある町内会の連合会の会長として参加してお

ります。地元は大津地区の馬堀海岸で、埋め立て当初の 36 年前からから住んでおり、

シーハイツ１丁目町内会の会長を務めております。地区は、大津地区連合町内会に属

しています。 

・ 共生分科会では、クリーンよこすか市民の会の副会長の加藤委員と、横須賀市安全・

安心まちづくり推進連絡協議会の副会長の高須委員が参加されておりますが、私は両

会の会長を兼ねております。防犯、クリーン活動など幅広い立場の市民の代表的な役

職としても、意見を申し上げさせていただきたいと思います。 
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（永田委員） 

・ 永田と申します。公募で委員に就任させていただいております。神奈川大学経済学部

の２年次に属しています。この審議会では、大学生が私を含めて３人おり、それぞれ

異なる分科会に属しています。３人でそれぞれ意見交換しながら、学生らしく自分た

ちも勉強する気持ちで参加できればよいと話しております。学生として知識面では皆

様に劣る面もありますが、今後、自分の力を高めていくためにも真剣に取り組んでい

きたいと思いますので、よろしくお願い致します。 

 

（土橋委員） 

・ 三浦半島地域連合に所属しております土橋と申します。出身母体は、日産自動車の追

浜工場にある組合の中にございます。企業単位、あるいは一市民からみた横須賀につ

いて皆さんとコミュニケーションを取りながらよい方向に向かっていければよいと

思っています。 

・ 立川に居住したこともあり、また福生にもよく足を運んでいたので、両市の変貌をよ

く知っております。横須賀のまちも同じようになればよいなと考えております。将来

が見える形で話し合いができればよいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

（小野間委員） 

・ 神奈川県横須賀三浦地域県政総合センター所長の小野間でございます。昨年４月にこ

ちらに赴任して参りました。それまでは本庁で会計局長を務めていました。横須賀市

にはこれまであまり縁がありませんでしたが、赴任して以来、横須賀市は自然環境に

恵まれており、太陽がきらきらして明るい印象を持っています。また、商工業・農林

水産業も立地しており基盤がしっかりしていると感じています。一方、人口減少もあ

り、また、半島のため交通基盤ももう一息という印象も持っています。そうした中で

横須賀市が活性化する一助になればと思っておりますので、皆さん、よろしくお願い

致します。 

 

（伊藤委員） 

・ 横須賀市観光協会の代表の伊藤と申します。普段は JTB 横須賀支店長を務めていま

す。今年２月１日付けで着任して参りました。現在、横浜に住んでいて、営業エリア

も横浜市内だったこともあり、神奈川県にはゆかりがあります。観光産業に従事して

いるので、観光や旅行などの切り口が多くなるかもしれませんが、ご容赦願いたいと

思います。 

・ 旅行というと、居住地から域外への旅行・流れがあると思いますが、ここ数年、JTB

は全国各地にある支店で、各地域の魅力を掘り起こし、地域活性化につなげる動きに

力を入れております。このような観点からも発言させていただきたいのでよろしくお

願いします。 
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（細野座長） 

・ 皆さん、ありがとうございました。 

・ 会議次第にございますように、報告事項に入りたいと思います。（１）第１回総合計

画審議会の議事要旨について、（２）人口等について、（３）横須賀市基本計画の策

定に関する特別委員会（平成 22 年１月 26 日開催）について、それぞれ事務局より説

明をお願いします。 

 

２．報告事項 

（１）第１回総合計画審議会の議事要旨について 

（事務局） 

・第１回総合計画審議会の議事要旨について確定したので、お目通しください。 

（２）人口等について 

（３）横須賀市基本計画の策定に関する特別委員会（平成 22 年１月 26 日開催）について 

（事務局） 

資料１、資料２、資料３を説明 

 

（細野座長） 

・ ただいまの説明にご質問などがありましたら、お願いします。 

・ 前回は、皆さん、出席されましたか。 

 

（事務局） 

・ 欠席者は３名です。 

 

（伊藤委員） 

・ 藤沢市の人口が増え続けているのは、都内への通勤が便利であることが理由の１つだ

とのことですが、本当に、企業誘致や工場の新設などの取り組みではなく、単に通勤

に便利だからという理由だけで人口が増加しているのでしょうか。 

 

（事務局） 

・ 理由は特定できませんが、1990 年から長期的にほとんど転入超過の状態が続いている

ので、一時的な企業誘致による影響ではないと考えられます。首都圏における地の利

の良さは１つの要因になっているものと考えられます。 

 

（細野座長） 

・ 品川からの電車による移動時間はどの程度ですか。 

 

（事務局） 

・ 品川から横須賀までは 50 分ぐらいかかります。藤沢であれば、東海道線を利用すれば

もう 10 分ほど早く着くことができます。 
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（永田委員） 

・ 湘南新宿ラインの開通後、新宿方面への利便性が高まったことによる影響があるので

はないでしょうか。 

 

（細野座長） 

・ 交通条件は調べる必要がありますね。地価はどうなっているのでしょうか。 

 

（事務局） 

・ 確認しておりませんので、確認させてください。 

 

（土橋委員） 

・ 資料１で市外に転居した子どもの転居の主な理由は結婚であるという説明がありまし

たが、市外に出ることと、人口減少が結びつかない感じがします。横須賀市のまちに

魅力がないから流出するのか、結婚相手が市外だから出ていくのか、詳細を教えても

らうことはできますか。 

 

（事務局） 

・ このアンケート調査は転出意向に関する調査ではなく、高齢化する郊外型団地の課題

をメインのテーマとした調査のため、これ以上細かなことは聞いておりません。 

 

（細野座長） 

・ 資料３で野村委員が「市外に別居した子どもの転居理由の１位が『結婚』となってい

るが、単純に判断できない。例えば、結婚を機に通勤に便利なところに転居するケー

スがある。」と指摘しています。 

・ 結婚後、どこに住むかは女性に決定権がある場合が多いと思います。 

 

（西原委員） 

・ 男性の方の理由もあるでしょうが、女性の方の理由も大きいと思います。例えばマン

ションを購入する際は、わざわざ横須賀市のマンションを購入するよりは、横浜市、

あるいは都内を選ぶことが多いと思います。ただ、結婚と、通勤・通学の事情が合致

しているのか、つまり、結婚が理由なのか、それに従う通勤が理由になっているのか、

また、親世帯との独立も関連しているのでしょう、それぞれが密接に関連しているよ

うに思います。結婚・独立の際は、女性の意見が重視されるのでしょうか。 

・ 川崎市は都内よりもマンションが急増していると聞いています。横須賀市から川崎市

に移っているのかもしれません。いずれにしても結婚が理由の６割を占めるというの

は意外な結果でした。 

 

（小野間委員） 

・ 結婚の分析はなかなか難しいですね。最近は共働きも増えており女性の実家近くに住

むことが多いと思います。結婚を理由として６割が市外に出るのは理解し難い部分も
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あるので、ある程度の傾向のようなものがわかるとよいと思いました。 

 

（細野座長） 

・ ありがとうございます。一通り意見をいただきましたので、報告事項については終了

したいと思います。次に審議事項に入りたいと思います。第４章まちづくり政策の大

柱の１、そして第５章まちづくりの推進姿勢について事務局より説明をお願いします。 

 

３．審議事項 

（事務局） 

資料３・４・５説明 

 

（細野座長） 

・ 今後のスケジュールについて、今回と次回の２回で施策体系の枠組みを作りたいとい

う目標がございます。本日は、第４章の大柱の１、第５章のまちづくりの推進姿勢の

３つの大柱について、ご意見をいただきたいと思います。次回は施策体系の枠組みを

作ることができればと思います。それでは、資料をもとにご意見をお願い致します。 

 

（永田委員） 

・ 第４章の「いきいきとした交流が広がるまち」の小柱 1-1-1「地域資源を生かした魅

力づくり」について、地域資源というと、まず自然資源が思い浮かんできます。例え

ば、横須賀市には緑も海もあり、確かに自然資源も豊かだと思いますが、横須賀市に

暮らしていると、工業資源も豊富にあると感じます。例えば、日産自動車の工場、NTT

や NTT ドコモの研究開発拠点など、他にみられない工業資源があります。そうした工

業資源に子どもが興味を持ってもらえるよう学校と企業との連携を促進していく必

要があるのではないでしょうか。企業と大学あるいは高校との連携はよく聞きます

が、小学校、中学校のうちから連携ができないものでしょうか。 

 

（小野間委員） 

・ 同じく、小柱 1-1-1「地域資源を生かした魅力づくり」について、豊かな自然や歴史、

生活文化など地域固有の資源が多くありますが、これらを守って活動している団体も

数多くあります。自主的に活動を行っている団体と横須賀市が連携して、また協働を

進めることによって団体の活動を活発化する必要があると思います。そうすること

で、横須賀市の魅力の再発見・再認識をする機会の増加につながり、住民の手によっ

て魅力的なまちづくりができることになると思います。 

・ 横須賀市は、猿島公園専門ガイドの認定など魅力的な取り組みを行って成功している

と思いますが、三浦半島地域は日帰り観光が中心になっています。神奈川県では、「観

光かながわグランドデザイン」を策定し、三浦半島地域においては、「半島ならでは

の魅力を活かした周遊型観光の展開」「地域の資源を活かした体験型・宿泊型観光の

展開」などが将来像として描かれています。こうした内容も反映してもらい、周辺市

町とも連携して魅力的な観光資源を出し合って周遊プランを策定すれば、一層集客に
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つながっていくと思います。 

 

（細野座長） 

・ 第５章に含まれる「広域連携」、「新しい公共」という考え方に関連する指摘ですね。 

 

（伊藤委員） 

・ 総花的な話になりますが、永田委員の指摘に関連して、現在、川崎市や横浜市鶴見区、

千葉などの工業地帯を見学する行政と連携した企画がヒットしています。工場群は日

中のみならず夜景もきれいで、夜通しで撮影したり、その写真はブログに掲載された

りしています。指摘のあった工業資源はキーワードの１つになると思います。 

・ 小柱 1-1-1「地域資源を生かした魅力づくり」について、横須賀市は、資源自体は豊

富にあると思うので、新たに何かをつくるよりも中柱「2 交流を支える情報の発信」

の方が重要になってくるのではないかと考えています。魅力ある横須賀市の資源を末

端まで行き届かせるような取組みが重要だと思います。 

・ さらに総花的な話になりますが、人に来ていただくのに一番重要なのは、すれ違った

ら挨拶をするなど市民のホスピタリティだと思います。来ていただいた人におもてな

しの心をどう伝えるのか、浸透させることが大変重要なことだと思います。 

 

（細野座長） 

・ 川崎市の京浜臨海部はデートスポットになっています。港湾機能には観光を取り入れ

て検討する必要があると思います。 

・ 小柱 1-2-1「集客につながる魅力の発信」については、藤沢市のふじさわ電縁マップ

のような取り組みができないでしょうか。横須賀集客促進実行委員会（横須賀市、横

須賀商工会議所、京浜急行電鉄）が観光マップを作成していると思いますが、ホーム

ページの階層の深いところにあり探しにくく、簡単にアクセスできるような戦略を立

てる必要があります。また、藤沢市では市民がコンテンツを作成しており、どのよう

な形で市民を入れ込むかについても考える必要があります。 

 

（西原委員） 

・ 横須賀市の地域資源は、海、丘、景色、観光というように素晴らしいものがあるので、

埼玉県や都内など内陸部から来た人からみれば魅力的だと思います。しかし、人を呼

び込むための集客につながっておらずもったいないと思います。日帰りの集客にはあ

る程度取り組んでいますが、宿泊観光の取組みは物足りなく思います。 

・ 例えば、駐車場についても、ある時期には、横須賀港までバスで来ても駐車するスペ

ースもなく、新港も時期によっては使用できずソレイユの丘までバスを駐車しに行っ

たと聞いたことがあります。また、お客を乗降させるための場所も不足していると聞

いています。宿泊場所も少なく、また、ホテルの客室数も少なくなっています。横須

賀市を元気にするプロジェクトで毎月会合が開催され、私も時折参加していますが、

人を呼び込むための駐車場や宿泊施設の不足などの課題が挙げられています。横須賀

市は他市と比べてすばらしい地域資源があるのに、バスが行き止まりである、駐車場
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が不足しているなど、大変もったいないと感じます。貴重な地域資源を活かせるよう、

駐車・宿泊スペースを拡充する必要があると常々思っております。 

 

（細野座長） 

・ 駐車場や宿泊施設をネットワークで結ぶような取り組みも必要ですね。また、環境へ

の配慮もあるので公共交通の利用も促進する必要があると思います。 

 

（土橋委員） 

・ 骨子案の内容は全て横須賀市を中心とした切り口だけに見えますが、横須賀市は三浦

半島の入口に位置するので、他に入口や出口という切り口もあると思います。中心と

捉えるだけでは、横須賀市から先が発展せず出口戦略を立てることができません。 

・ 他の半島の事例をみると、例えば、能登半島では、金沢で観光し、能登で宿泊すると

いう、入口と出口の管理ができているように思います。横須賀市を観光地としてみる

のか、宿泊地としてみるのかで骨子案も変化してくるはずで、中心だけでなくもっと

入口・出口という観点からバランスよくみると、内容にもっと広がりが出てくると思

います。地域資源は豊富なので、集客をするのならば、横須賀を中心とするだけでな

く、情報・交通などもう少しバランスよく検討しなければならないはずです。 

 

（細野座長） 

・ エリアマーケティングが非常に重要です。京浜急行の各駅の乗降客数はどう変化して

いるのか、具体的なデータを精査して、どこを基点として入口・出口とするのか戦略

を検討する必要があると思います。 

・ ところで、他に幕末からの歴史資源もあるのではないのでしょうか。 

 

（永田委員） 

・ アルバイトで塾講師をしていますが、横須賀市のホームページから歴史の資料をつく

ると中学生は関心を示してくれます。子どもが行きたいと言えば大人は付いてくるの

で、まずは子どもに受けるような観光ガイドをつくってもよいのではないでしょう

か。子どもが少ないので子どもが大勢来てくれるのは難しいかもしれませんが、横須

賀からの流出を防ぐ観点から、例えば、横須賀市の成り立ちや発展、将来像をわかり

やすく示す資料を作成し、横須賀市と学校で連携して教育の場で活用してもよいので

はないでしょうか。 

 

（細野座長） 

・ NHK の大河ドラマ「龍馬伝」の最後に出てくるご当地案内で、横須賀市は取り上げら

れないのでしょうか。 

 

（西原委員） 

・ 坂本龍馬の地元である高知市や京都市は別として、大津地区のように、坂本竜馬とお

りょうさんをセットにして売り出すことができる地域は他にありません。おりょうさ
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ん祭りを大津で年１回開催すると、市外から竜馬会の会員などを中心として結構な人

が来ますが、近年は一般の人も増えています。横須賀市は、龍馬やペリーなど歴史上

の人物にゆかりのある地なので、観光だけでなく文化的資源ももっと売り出さねばな

らないと思います。 

 

（細野座長） 

・ 子どもたちが横須賀市に誇りや愛着をもつことが、横須賀市から出ていくかどうかに

とっては重要なことのように思います。 

 

（伊藤委員） 

・ JTB の横須賀支店に来られる関係者の中には、間違って JR 横須賀駅に来られる方も

いらっしゃいますが、その際、横須賀港の景色は素晴らしかったという感想をお聞き

することがあります。 

・ JR と京浜急行は競合していますが、うまくアライアンスを組むことができないでし

ょうか。JR は、各エリアで地元の観光資源の掘り起こしに力を入れており、「冬の

京都」など毎年 JR６社で共同キャンペーンを展開しており、広告にかける思いは大

変大きなものがあると思います。例えば、横須賀駅と横須賀中央駅を拠点として、広

域観光でキャンペーンを行えば、三浦半島のみならず逗子や鎌倉も入れて JR の力も

借りて上手く情報発信することができ、面白い取組みができるのではないでしょう

か。 

 

（細野座長） 

・ 新しい視点ですね。沿線価値の向上はどの鉄道会社も力を入れているので、アライア

ンスを組めるかもしれません。 

・ それでは、第５章のまちづくりの推進体制のほうに話を移したいと思います。まずは、

大柱の「１ 市民協働によるまちづくりの推進」についていかがでしょうか。 

 

（西原委員） 

・ 市民協働については、横須賀市は他市よりも進んでおり熱心だと思います。協働の人

材には恵まれていると思います。協働の推進に係る委員会に参画したことがあります

が、発表を聞いているとよいアイデアが非常に多く出てきます。行政への市民参画も

進んでいるのではないかと思います。 

 

（細野座長） 

・ 市のホームページへのアクセス数は近辺と比べて高い方ですか。 

 

（事務局） 

・ 具体的な数字は持っておりませんが、高いと思います。 
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（小野間委員） 

・ 地方分権が進展し、全国画一的なまちづくりから地方の実情にあった取り組みが進む

中で、市民の参画が一番大切になってくると思います。現行案の「情報公開・情報提

供の充実」という小柱から骨子案では「情報提供」という用語がなくなっていますが、

情報公開とは別に積極的に情報を出していくという方向性を打ち出すために、「情報

提供」という言葉は残しておいた方がよいと思います。骨子案における小柱の右側に

「各分野の情報を積極的に提供します」という文章がありますが、この文章の位置づ

けがどのようなものかわかりませんし、「積極的な情報提供」をもっと目立たせた方

がよいと思います。 

・ 「広聴活動の充実」についても市民参加という意味では、政策立案・事業の実施にお

ける提案など政策提案のスタンスを前面に出したほうがよいと思います。 

 

（事務局） 

・ 前回の計画では「情報公開・情報提供の充実」で１つの小柱でしたが、骨子案では、

中柱「２ 広報広聴活動の充実」の中で、新たな小柱「広報活動の充実」を立ててい

ます。これまでは１つの小柱の中で情報の公開と提供を取り上げていましたが、情報

提供の取組み不足については市民からも多くの声が挙げられており、より情報提供の

取組みを積極的にする意味で小柱を独立させた経緯があります。 

 

（小野間委員） 

・ 私もそう思いましたが、上の小柱「情報公開・個人情報保護の充実」の方に「各分野

の情報を積極的に提供します」という説明が入っているのでわかりにくくなっている

のではないでしょうか。 

 

（事務局） 

・ 小柱の説明を書き込んでいく際にご指摘の点は注意して入れ込むようにします。 

 

（土橋委員） 

・ 「市民協働によるまちづくり」とありますが、市民に何を求めているのか、また、市

民と企業にどのようにまちづくりに協働してもらおうとしているのかよくわかりま

せん。求めていることと対応すべきことが混在している気がします。 

 

（細野座長） 

・ 横須賀市として「まちづくり」をどのように捉えているのか、という根元的な質問で

すね。 

 

（事務局） 

・ 平仮名の「まちづくり」では、ハード整備だけでなくソフトも含めて市政全般を捉え

ています。そのため、様々なルールやものをつくっていくときにも市民と一緒に考え

ていく姿勢です。まちづくりの守備範囲は広く捉えています。 
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（細野座長） 

・ 市民に賢く判断してもらうために基礎情報を提供するのが情報提供であり、広報広聴

は市の考え方を PR して意見をもらうことだと考えられます。客観的なものと意図的

なものとに分けて捉える必要があります。解説部分で書いておけばよいと思います。 

 

（永田委員） 

・ 小柱 2-1「広報活動の充実」について、「すべての市民に必要な情報を伝える」とあ

りますが、市外にも伝えてはどうでしょうか。横須賀市のホームページは使用しやす

いのですが、横須賀市が PR したいこと、あるいは横須賀市が他と協働して PR したい

ことを、例えばバナー広告のような形で掲載するような機能を新たに追加してはどう

でしょうか。市内に住んでいてもわかりにくい情報があるのに、市外に住んでいると

一層情報は伝わりにくいと思います。市内外両方を含めて情報提供だと思います。 

 

（細野座長） 

・ 永田委員に宿題を与えます。横浜市と藤沢市、横須賀市のホームページを比べて、よ

いところと悪いところを次回までに報告してください。 

 

（西原委員） 

・ 広報活動について、紙以外のインターネットや電波による広報は、市外にも伝わるの

でよいと思います。そういう意味で、広報活動の範囲を広げるのは大事なことだと思

います。 

・ 横須賀市では、新聞形式の広報紙とお知らせ版が月２回配布されています。現在の市

長は駅頭で配布するように提案しているようで、その後どうなったのかは知りません

が、現在の各世帯に配布している広報紙は是非とも継続してほしいと思います。遍く

市民が見ることができるためには紙であり保存ができるものでなければならず、現在

の体制を崩さないでほしいと思います。市の考えていることの宣伝、呼びかけを広報

紙で行うことは基本だと思いますので、なくさないでほしいと思います。現在の方法

にプラスアルファで市の PR を考えてほしいと思います。 

・ 県のたよりも市の広報紙とセットで、市の広報課から直接町内会に配布されており、

さらに町内会を通じて各世帯に配布されています。市の広報だけ配布をやめるのは意

味がないと思います。 

 

（細野座長） 

・ 大変大事な指摘だと思います。広報紙や地域紙はかなり読まれています。多摩地域で

は、子どもの父兄が広報誌や地域紙で就活セミナーの案内を見ています。 

 

（伊藤委員） 

・ 第４章のまちづくり政策は非常にわかりやすいと思います。第５章の究極的な目的

も、交流分科会として、人口減少を防ぐこと、定住人口を増やすことにあるのでしょ

うか。第５章の位置づけを確認させてください。 
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（事務局） 

・ 交流分科会という名称は、「いきいきとした交流が広がるまち」から取ったものです

が、第５章の内容と交流とは関係ありません。分科会で議論していただくキーワード

として「交流」という言葉を付けています。第４章は対市民へのサービス、つまり施

策をどう展開していくのかという内容で「まちづくり政策」としています。一方、第

５章はまちづくりの推進姿勢として行政の市政運営に関する方針を掲載しており、両

者は記述のトーンが違います。両者を１つの章にまとめて計画としている自治体もみ

られますが、本市では２つに分けた章立てとしています。３つの分科会で均等に分担

するということから、交流分科会では第５章を対象とさせていただいています。交流

とは毛色が違いますが、行政全体の運営姿勢についてご意見をいただきたいと考えて

おります。 

 

（細野座長） 

・ まちづくりの最終的な責任は行政にあります。本来であれば戦略分科会といったほう

がよいかもしれないほど大事な章であるという認識のもと、皆さんに議論していただ

きたいと思います。要は、人口を増やすためにどうすれば官民一体となってどのよう

に進めていくのかという視点で議論していただきたいと思います。 

 

（土橋委員） 

・ 先日、新宿で開催された各地域の物産展に行って来ましたが大変好況でした。そこで、

考えたのですが、横須賀市は物産展に何を出展するのでしょうか。カレーしか思いつ

きませんでした。買い物をするとその地域の地図や観光案内の情報が付いており、何

かの機会にその地域に行って買い物をするかもしれません。栃木県とおつきあいがあ

りますが、イチゴのお返しに何を送ってよいかもわかりません。名産品には、広報力

もありお金もかからず、デパートから逆に来てくださいと声をかけられるようなケー

スなど成功している地域がたくさんあります。何か参考になるのではないでしょう

か。また、そうした地域では、市民は地域の外に出て地域の自慢をしながら販売して

くれています。そうすると、地域として市民として参加しやすい呼び込みや、まちづ

くりに発展し、1-3-1 の小柱で書かれている「自らの創意を生かしながら地域のまち

づくり活動などを進める」ということにつながると思います。市民にとって、まちづ

くりのイメージが湧くような取り組みを記述に加えた方がよいように思います。 

 

（細野座長） 

・ 横須賀市の農業は周辺と比べてどうですか。 

 

（事務局） 

・ スイカやメロンなど高価な商品作物はどちらかといえば三浦市です。イチゴ狩りやミ

カン狩りの観光農園はあるが、特産品となるとわかめぐらいしか思いつきません。 
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（西原委員） 

・ 横須賀市と三浦市は本来一体的でなければならないと思います。「横須賀・みうら半

島を元気にするプロジェクト」の名称が平仮名でみうら半島となっているのは、漢字

にすると逗子・葉山が入ってしまうためです。観光や農業なども三浦市に呼びかけて

一体的に取り組まなければならない。横須賀市では軍港巡りをして観音崎をみて、三

浦半島の城ヶ島まで行ってみたくなる、そうすると宿泊需要が生じるはずです。 

 

（小野間委員） 

・ 神奈川県横須賀三浦地域県政総合センターの所管は「横須賀三浦地域」ですが、横須

賀市は三浦半島の中心であり、半島全体を牽引する存在になっていただきたい。 

 

（細野座長） 

・ 今回の基本計画の計画期間はいつまでですか。 

 

（事務局） 

・ 11 年後の平成 33 年度です。 

 

（細野座長） 

・ それまでの期間には市町村合併の話も出るかもしれませんね。 

 

（事務局） 

・ 三浦市との合併は以前から出ております。 

 

（伊藤委員） 

・ 横須賀は、海軍カレー、ヨコスカネイビーバーガーが有名で、そうしたものがあるこ

と自体がすごいと思います。住んでいると気付かないが、外からみるとすごいものが

あり、気づきが大事だと思います。隠れた名品があるのではないでしょうか。例えば、

横須賀市だけの物産展を市民からアンケートして、市だけのベストテンを実施しては

どうでしょうか。決して産品がないわけではないと思います。そのようなことも含め

て広報活動を充実してほしいと思います。 

 

（事務局） 

・ 現在、経済部で、横須賀市の名品をつくろうというコンテストを３年間で行っていま

す。市外の物産展に出せるレベルとなるとなかなか思いつきませんが、海軍カレーも

前回の計画以降に仕掛けられたものであり、ネイビーバーガーもここ２～３年の仕掛

けです。現在は、ニューヨークスタイルのチーズケーキを仕掛けようとしています。

それも、横須賀市に来ないと食べられないような戦略で進めているところです。外に

持っていくということを敢えてしていません。 
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（細野座長） 

・ 福生は基地との交流祭があり、基地内に来ないと購入できないものがあります。基地

との連携も少し考えていただきたいと思います。 

 

（事務局） 

・ 横須賀市でもフレンドシップデーなどがあり、10 万人単位で来客があり、基地内で

ピザの販売などが行われます。 

 

（細野座長） 

・ そうしたことをホームページに掲載しても面白いかもしれません。 

 

（永田委員） 

・ 海軍カレーもネイビーバーガーもその場で提供されるものとなると日持ちしないの

で来てくださいというのは正解だと思います。 

 

（細野座長） 

・ ９頁大柱「２ 効率的な都市経営の推進」についてもご意見はありませんでしょうか。

地方分権や地域主権といった用語が一般化しつつあります。また、優れた行政を行う

ことは都市間競争において非常に重要となっています。 

・ まちづくり基本条例の策定状況はどのような計画になっていますか。 

 

（事務局） 

・ 来年度から２年間かけて条例を作る予定です。 

 

（永田委員） 

・ 「効率的な都市経営の推進」の「効率」という言葉には短期的なコスト削減の話に行

きがちですが、中柱「２ 市政を支える意欲と能力のある人づくり」の人づくりにつ

いては、効率性とどう結びつけるか疑問です。市政を支える意欲と能力のある人は、

横須賀市に愛着を持った人のことだと思います。こうした人を意欲と能力のある人に

育てることは、長期的に取り組んでいく必要があることだと思います。それに、どの

ように計画を立てて取り組んでいくのかも盛り込めるとよいと思います。 

 

（細野座長） 

・ 行政組織の効率化のために長期的に人的資源をどうするかという問題ですね。 

 

（土橋委員） 

・ 「柔軟な組織・執行体制づくり」や「市政を支える意欲と能力のある人づくり」や「健

全な行財政運営」などとありますが、行政がどのように市民の中に入っていくのかみ

えないと議論にならない話だと思います。市民の情報のみで判断すると、単なるわが

ままなのか本当に困っているのかわからず大きな失敗につながる恐れあります。市民
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の情報を市民の中から拾うのではなく、行政が市民の中に入って本当の情報をどのよ

うに拾っていくのか、その部分の体制が現在どうなっているのかお聞きしたいと思い

ます。 

 

（事務局） 

・ 市民に最も近いところにいるのは、９行政センターの職員です。新市長になって、行

政センターの機能強化をしたいと言っています。その背景として、これまでの行政が

市民感覚から離れた存在になっているという見方があり、行政センターを強化して、

地域自治を進めるためにも行政センターが市民の中に入っていく政策を採ろうとし

ています。ご指摘のような、いかに市民の中に入っていくかという観点で、行政の運

営の仕方を変えていくというのは重要な視点ですし、そういう方向に行こうとしてい

ますので、それがわかるような書き方にしたいと思います。 

 

（土橋委員） 

・ それが明確になると情報システムの充実と行政の効率的な運営のあり方が明確に見

えてくると思います。若い人にはインターネットで十分である一方で、寝たきりの老

人にはどのように伝えているのかという問題がみえてきて、そうすると効率的で機動

的な行政運営ができてくるはずなので、そういう組織、体制づくりをお願いします。

また、もう少しわかりやすい書き方をしてくれると、市民にも行政に協力しやすくな

ると思います。例えば、そもそも情報システムという言葉が何を意味しているのかわ

かりにくいし、また、「市民満足度を向上するため」といっても、他人行儀で堅い印

象を受けます。 

 

（西原委員） 

・ 中柱「２ 市政を支える意欲と能力のある人づくり」で市政を支えるという表現自体

はよいのですが、市政を支えているのは市職員だけではありません。新市長は、地域

運営協議会をつくろうとされています。各行政センター単位で、自治会、町内会の連

合町内会や福祉、環境などその他の市民組織もまとめて協議会をつくろうと考えてお

られると理解しています。市政を支えているのは本庁職員や出先機関の職員の他に、

無報酬のボランティアで活動をしている町内会等の各団体も末端の市政を支えてい

ます。市民に情報伝達し、また市民の意見を集約しているのは市の職員だけでなく、

そうした団体ではないでしょうか。市政を支える人づくりは市職員の人づくりだけで

なく、町内会の役員なども任せられる人探しにどこも非常に苦労しています。そうい

った視点が書き足りないような気がします。 

 

（細野座長） 

・ 情報システムには、市の組織の縦割りの弊害があり、どういった形で情報回路をつく

りなおし、問題を皆で共有できるのか、そして、民でできることは民でやってもらう

ことで効率的な行政運営が可能となり、そこに情報システムを使おうという流れとし

て整理できるでしょう。NPO が急速に広がった背景には、IT によりコミュニケーショ
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ンコストが非常に低く抑えられたことがあります。 

 

（小野間委員） 

・ 中柱「２ 市政を支える意欲と能力のある人づくり」について市職員だけであればよ

いが、NPO など市民の人材育成も含むとすれば、それは８頁の「市民公益活動の促進」

のところに入っていればよいと思います。 

・ ９ページの 2-1 の小柱の説明で、「個々の職員が政策課題に対する問題意識を持つと

同時に」とありますが、問題意識を持つと同時に、それをくみ上げて解決する能力が

重要だと思うので、目標を書くのであれば、そこまで書いてよいのではないでしょう

か。 

 

（細野座長） 

・ 横須賀市内にはどのくらい大学がありますか。 

 

（事務局） 

・ 神奈川県立保健福祉大学、神奈川歯科大学、湘南短期大学、防衛大学校があります。 

 

（細野座長） 

・ 産官学連携の取組みはありますか。 

 

（事務局） 

・ 福祉関係の計画づくりや計画推進は、県立保健福祉大学との連携なしにはやっていけ

ない状況です。 

 

（細野座長） 

・ まちづくりの取組みはありますか。 

 

（事務局） 

・ 神奈川県立保健福祉大学が、県立大学駅付近の旧市街地とニュータウンの中間に立地

しています。同大学の学生がまちづくり協議会に関わりをもっており、盛んに活動し

ているようです。 

 

（小野間委員） 

・ 関東学院大学と追浜の商店街が連携した活動があるようです。 

 

（事務局） 

・ 関東学院大学が金沢八景駅近くに立地していますが、同大学と追浜商盛会がコラボー

レションして空き店舗を利用した独自のワインづくりに取り組み、販売も行っていま

す。また、同大学はまちづくりのハード整備にも関わっています。 
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（細野座長） 

・ そうした活動を支えてあげれば、誇りを持つことができ、成功が成功を呼ぶ、良い循

環ができるかもしれません。 

 

（事務局） 

・ 関東学院大学の住所は、横浜市ですが、追浜駅を利用する学生もいるようです。 

 

（細野座長） 

・ 一通りご意見をいただきましたし、有益なご議論ができたと思いますので、ここで議

論は終了したいと思います。本日、出された意見については事務局でとりまとめ、施

策体系の修正という形で書き換えられフィードバックされる予定ですので、よろしく

お願いします。 

 

４．その他 

（事務局） 

・ 事務連絡が数点ございます。まず、次回の交流分科会は、３月 19 日（金）15:00-17:00

にてお願い致します。 

・ ４月以降については、まだ決定をしておりませんが、座長・副座長と事務局とで調整

をさせていただき、決定したいと思っております。現時点で、時間帯や曜日の都合が

悪いと言う方がいらっしゃいましたら、後ほどでも結構ですので教えてください。 

 

（細野座長） 

・ ４名の欠席委員にも、本日の議事録を送付し、書面でもよいので意見を聴いてもらえ

ますか。 

 

（事務局） 

・ 議事録をお送りする際に欠席された方からも意見をいただくようにいたします。 

（以上） 


